
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
表

目
次

○
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
（
第
一
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
（
第
二
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

○
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
三
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

○
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
第
四
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

○
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

○
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

○
特
定
水
道
利
水
障
害
の
防
止
の
た
め
の
水
道
水
源
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
六
年
法
律
第
九
号
）
（
附
則
第

六
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

○
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
百
二
十
二
号
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17
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○
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
常
時
監
視
）

（
常
時
監
視
）

第
二
十
二
条

都
道
府
県
知
事
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

第
二
十
二
条

都
道
府
県
知
事
は
、
大
気
の
汚
染
の
状
況
を
常
時

に
よ
り
、
大
気
の
汚
染
（
放
射
性
物
質
に
よ
る
も
の
を
除
く
。

監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
状
況
を
常
時
監
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
常
時
監
視
の
結
果
を
環
境
大
臣

前
項
の
常
時
監
視
の
結
果
を
環
境
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

３

環
境
大
臣
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射

性
物
質
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
第
二
十
四
条
第

二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
状
況
を
常
時

監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
表
）

（
公
表
）

第
二
十
四
条

都
道
府
県
知
事
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

第
二
十
四
条

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係

に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
大
気
の
汚
染
の
状
況

る
大
気
の
汚
染
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

環
境
大
臣
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射

性
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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（
適
用
除
外
等
）

（
適
用
除
外
等
）

第
二
十
七
条

こ
の
法
律
の
規
定
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気

の
汚
染
及
び
そ
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

等
に
お
い
て
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
ば
い
煙
等
に
起
因
す
る

等
に
お
い
て
発
生
し
、
又
は
飛
散
す
る
ば
い
煙
等
に
起
因
す
る

大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を

大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
に

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
に

対
し
、
第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
七
条
の
八
又
は
第
十
八

対
し
、
第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
七
条
の
八
又
は
第
十
八

条
の
八
の
規
定
に
相
当
す
る
電
気
事
業
法
、
ガ
ス
事
業
法
又
は

条
の
八
の
規
定
に
相
当
す
る
電
気
事
業
法
、
ガ
ス
事
業
法
又
は

鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す

鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

５

（
略
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
ば
い
煙
発
生
施
設

等
に
つ
い
て
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
七

等
に
つ
い
て
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
七

条
の
十
一
、
第
十
八
条
の
四
又
は
第
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に

条
の
十
一
、
第
十
八
条
の
四
又
は
第
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に

よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機

よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機

関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

第
二
十
八
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健

第
二
十
八
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健

康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要

康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
一
条

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
一
条

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対
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し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で

し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
二
十

三

第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
二
十

七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
関
す
る
事
務

七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
関
す
る
事
務

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
三
十
一
条
の
二

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理

第
三
十
一
条
の
二

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
、
第
五
条
の
二
第
一
項

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
、
第
五
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
指
定
ば

の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
指
定
ば

い
煙
総
量
削
減
計
画
の
作
成
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に

い
煙
総
量
削
減
計
画
の
作
成
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に

同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
五
条
の

同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
五
条
の

二
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二

二
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
処

項
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
地

理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九

十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す

項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
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○
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
常
時
監
視
）

（
常
時
監
視
）

第
十
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

第
十
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水

よ
り
、
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
（
放
射
性
物

質
の
汚
濁
の
状
況
を
常
時
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
状
況
を
常
時
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
常
時
監
視
の
結
果
を
環
境
大
臣

前
項
の
常
時
監
視
の
結
果
を
環
境
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

３

環
境
大
臣
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射

性
物
質
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
第
十
七
条
第
二

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水

質
の
汚
濁
の
状
況
を
常
時
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
表
）

（
公
表
）

第
十
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

第
十
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
属
す

よ
り
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
属
す
る
公
共
用
水
域
及
び
当

る
公
共
用
水
域
及
び
当
該
区
域
に
あ
る
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁

該
区
域
に
あ
る
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
の
状
況
を
公
表
し
な
け

の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

環
境
大
臣
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射

性
物
質
に
よ
る
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
の
状

況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
適
用
除
外
等
）

（
適
用
除
外
等
）

第
二
十
三
条

こ
の
法
律
の
規
定
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
水
質

の
汚
濁
及
び
そ
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
係
る

排
出
水
若
し
く
は
特
定
地
下
浸
透
水
又
は
同
項
に
規
定
す
る
指

排
出
水
若
し
く
は
特
定
地
下
浸
透
水
又
は
同
項
に
規
定
す
る
指

定
施
設
か
ら
地
下
に
浸
透
す
る
有
害
物
質
を
含
む
水
に
起
因
す

定
施
設
か
ら
地
下
に
浸
透
す
る
有
害
物
質
を
含
む
水
に
起
因
す

る
公
共
用
水
域
又
は
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
に
よ
り
人
の
健
康

る
公
共
用
水
域
又
は
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
に
よ
り
人
の
健
康

又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
第
八
条
又
は
第
八
条
の

る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
第
八
条
又
は
第
八
条
の

二
の
規
定
に
相
当
す
る
鉱
山
保
安
法
、
電
気
事
業
法
又
は
海
洋

二
の
規
定
に
相
当
す
る
鉱
山
保
安
法
、
電
気
事
業
法
又
は
海
洋

汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

５

（
略
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
表
第
一
号
又
は
第
五
号
の
上

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
表
第
一
号
又
は
第
五
号
の
上

欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、

欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、

第
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
十
四

第
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
十
四

条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同

条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同

表
第
二
号
又
は
第
六
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条

表
第
二
号
又
は
第
六
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条

の
二
第
一
項
又
は
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

の
二
第
一
項
又
は
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同
表
第
三
号
、
第
七
号
又
は
第
十
一
号

規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同
表
第
三
号
、
第
七
号
又
は
第
十
一
号

の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
を
、
同
表
第
九
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十

よ
る
命
令
を
、
同
表
第
九
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
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三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は

三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は

第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同
表
第
十
号

第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
、
同
表
第
十
号

の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機

よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
機

関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

（
環
境
大
臣
の
指
示
）

第
二
十
四
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の

第
二
十
四
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の

水
質
の
汚
濁
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を

水
質
の
汚
濁
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道

防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道

府
県
知
事
又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特

府
県
知
事
又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特

別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必

別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
必

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
関
す
る
事
務

三

第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
関
す
る
事
務

四

（
略
）

四

（
略
）

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
二
十
八
条
の
二

第
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五

第
二
十
八
条
の
二

第
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五

条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

条
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理

り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る

第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
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○
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
除
外
等
）

（
適
用
除
外
等
）

第
二
十
四
条

こ
の
法
律
の
規
定
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
南
極

地
域
の
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
（
水
質
以
外
の
水
の
状
態

又
は
水
底
の
底
質
の
悪
化
を
含
む
。
）
及
び
土
壌
の
汚
染
並
び

に
そ
れ
ら
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い

。

第
二
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２
・
３

（
略
）

３
・
４

（
略
）
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○
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
除
外
）

（
適
用
除
外
等
）

第
五
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気

の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
（
水
質
以
外
の
水
の
状
態
又
は
水
底
の

底
質
が
悪
化
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
及
び
土
壌
の
汚
染
に
つ
い

て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

（
略
）
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○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上

欄
に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味

欄
に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

法
律

事
務

法
律

事
務

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

大
気
汚
染
防
止
法
（
昭

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

大
気
汚
染
防
止
法
（
昭

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

和
四
十
三
年
法
律
第
九

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事

和
四
十
三
年
法
律
第
九

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事

十
七
号
）

務
の
う
ち
、
第
五
条
の
二
第
一
項
の

十
七
号
）

務
の
う
ち
、
第
五
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
も
の
（
指
定
ば
い
煙
総
量
削

て
い
る
も
の
（
指
定
ば
い
煙
総
量
削

減
計
画
の
作
成
に
係
る
も
の
を
除
く

減
計
画
の
作
成
に
係
る
も
の
を
除
く

。
）
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三

。
）
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
五
条

項
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
五
条

の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第

の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第

二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る

定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の

い
る
も
の



- 10 -

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭

第
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭

第
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、

和
四
十
五
年
法
律
第
百

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

和
四
十
五
年
法
律
第
百

第
十
五
条
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項

三
十
八
号
）

に
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

三
十
八
号
）

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す

都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

て
い
る
事
務

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
水
質
汚
濁
防
止
法
等
の
適
用
関
係
）

（
水
質
汚
濁
防
止
法
等
の
適
用
関
係
）

第
十
二
条

水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十

第
十
二
条

水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十

一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
か
ら

一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
条
第
三
項
か
ら

第
四
項
ま
で
（
同
法
第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
八
条
の

第
五
項
ま
で
（
同
法
第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
八
条
の

二
、
第
十
条
及
び
第
十
一
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に

二
、
第
十
条
及
び
第
十
一
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は

十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は

、
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
特
定
施
設
を
設

、
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
特
定
施
設
を
設

置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
か
ら
排
出
水
を
排
出
す
る
者
で
特
定

置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
か
ら
排
出
水
を
排
出
す
る
者
で
特
定

地
下
浸
透
水
（
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る

地
下
浸
透
水
（
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る

特
定
地
下
浸
透
水
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
浸
透

特
定
地
下
浸
透
水
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
浸
透

さ
せ
な
い
者
に
係
る
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

さ
せ
な
い
者
に
係
る
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
に
規
定
す
る
者
及
び
こ
の
者
に
係
る
当
該
特
定
施
設
に

３

前
項
に
規
定
す
る
者
及
び
こ
の
者
に
係
る
当
該
特
定
施
設
に

つ
い
て
の
水
質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次

つ
い
て
の
水
質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次

項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
同
法
第
五
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県

項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
同
法
第
五
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県

知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別

知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別

措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
二
項
の

措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
二
項
の

申
請
書
を
提
出
す
る
府
県
知
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と

申
請
書
を
提
出
す
る
府
県
知
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と

、
同
法
第
六
条
第
一
項
中
「
排
出
水
を
排
出
し
、
若
し
く
は
特

、
同
法
第
六
条
第
一
項
中
「
排
出
水
を
排
出
し
、
若
し
く
は
特
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定
地
下
浸
透
水
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
下
浸
透
水
」
と
、
「

定
地
下
浸
透
水
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
下
浸
透
水
」
と
、
「

前
条
第
一
項
各
号
、
第
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二

前
条
第
一
項
各
号
、
第
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二

項
各
号
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事

項
各
号
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事

」
と
、
同
法
第
七
条
中
「
第
五
条
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

」
と
、
同
法
第
七
条
中
「
第
五
条
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
」
と
、
「
第
五
条
第
一
項
第

条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
」
と
、
「
第
五
条
第
一
項
第

四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
、
同
条
第
二
項
第
四
号

四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
、
同
条
第
二
項
第
四
号

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
都
道
府
県

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
都
道
府
県

知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
八
条
第
一
項

知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
八
条
第
一
項

中
「
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」

中
「
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第
二
項
」
と
、
「
第
五

と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第
二
項
」
と
、
「
第
五

条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ

条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
又
は
同
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
四

る
事
項
又
は
同
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
四

号
」
と
、
「
排
出
水
の
汚
染
状
態
が
当
該
特
定
事
業
場
の
排
水

号
」
と
、
「
排
出
水
の
汚
染
状
態
が
当
該
特
定
事
業
場
の
排
水

口
（
排
出
水
を
排
出
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お

口
（
排
出
水
を
排
出
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お

い
て
そ
の
排
出
水
に
係
る
排
水
基
準
（
第
三
条
第
一
項
の
排
水

い
て
そ
の
排
出
水
に
係
る
排
水
基
準
（
第
三
条
第
一
項
の
排
水

基
準
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
排
水
基
準
が
定
め
ら
れ
た

基
準
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
排
水
基
準
が
定
め
ら
れ
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
排
水
基
準
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以

場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
排
水
基
準
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以

下
単
に
「
排
水
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る

下
単
に
「
排
水
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る

と
き
、
又
は
特
定
地
下
浸
透
水
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
下
浸

と
き
、
又
は
特
定
地
下
浸
透
水
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
下
浸

透
水
」
と
、
「
又
は
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ

透
水
」
と
、
「
又
は
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
又
は
同
項
」
と
、
同
法
第
九
条
第
一
項
中
「
第
五
条

る
の
は
「
又
は
同
項
」
と
、
同
法
第
九
条
第
一
項
中
「
第
五
条

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
、
同

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
、
同

条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
」

条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
」

と
、
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第

と
、
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第

三
項
」
と
、
同
法
第
十
条
中
「
第
五
条
又
は
」
と
あ
る
の
は
「

三
項
」
と
、
同
法
第
十
条
中
「
第
五
条
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
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第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
」
と
、
「
第
五
条
第
一

第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
」
と
、
「
第
五
条
第
一

項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は

項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る

「
第
五
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る

の
は
「
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
は
「
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三

中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三

項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条

項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条

第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る

第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る

の
は
「
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
中
「
排
水
口

の
は
「
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
中
「
排
水
口

」
と
あ
る
の
は
「
排
水
口
（
排
出
水
を
排
出
す
る
場
所
を
い
う

」
と
あ
る
の
は
「
排
水
口
（
排
出
水
を
排
出
す
る
場
所
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
「
排
水
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
排
水

。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
「
排
水
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
排
水

基
準
（
第
三
条
第
一
項
の
排
水
基
準
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に

基
準
（
第
三
条
第
一
項
の
排
水
基
準
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
排
水
基
準
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
排
水

よ
り
排
水
基
準
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
排
水

基
準
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
単
に
「
排
水
基
準
」
と
い
う

基
準
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
単
に
「
排
水
基
準
」
と
い
う

。
）
」
と
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
五
条
」
と
あ
る

。
）
」
と
、
同
法
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
第
五
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
、
「
当
該
特
定

の
は
「
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
、
「
当
該
特
定

施
設
又
は
指
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の
所
在
地

施
設
又
は
指
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
（
第

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
府
県
知
事
（
第

十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
事
項
に
該
当
す
る
事
項
の

十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
事
項
に
該
当
す
る
事
項
の

通
知
に
あ
つ
て
は
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業

通
知
に
あ
つ
て
は
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業

場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
）
」
と
、
同
条
第
三

場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
）
」
と
、
同
条
第
四

項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
第

項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
第

八
条
の
規
定
に
相
当
す
る
鉱
山
保
安
法
、
電
気
事
業
法
又
は
海

八
条
の
規
定
に
相
当
す
る
鉱
山
保
安
法
、
電
気
事
業
法
又
は
海

洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

る
措
置
の
要
請
に
あ
つ
て
は
府
県
知
事
）
」
と
、
「
第
八
条
又

る
措
置
の
要
請
に
あ
つ
て
は
府
県
知
事
）
」
と
、
「
第
八
条
又

は
第
八
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
、
同
条
第
四
項
中

は
第
八
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
、
同
条
第
五
項
中
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「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
第
八
条

「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事(

第
八
条

の
規
定
に
相
当
す
る
鉱
山
保
安
法
、
電
気
事
業
法
又
は
海
洋
汚

の
規
定
に
相
当
す
る
鉱
山
保
安
法
、
電
気
事
業
法
又
は
海
洋
汚

染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
措

染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
措

置
の
要
請
に
対
し
て
講
じ
た
措
置
の
通
知
に
あ
つ
て
は
府
県
知

置
の
要
請
に
対
し
て
講
じ
た
措
置
の
通
知
に
あ
つ
て
は
府
県
知

事
）
」
と
す
る
。

事
）
」
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）
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○
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
除
外
等
）

（
適
用
除
外
等
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の

３

水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
要
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

規
定
に
よ
る
要
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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○
特
定
水
道
利
水
障
害
の
防
止
の
た
め
の
水
道
水
源
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
六
年
法
律
第
九
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
除
外
等
）

（
適
用
除
外
等
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の

４

水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
要
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

規
定
に
よ
る
要
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
環
境
影
響
評
価
法
の
特
例
）

（
環
境
影
響
評
価
法
の
特
例
）

第
七
十
二
条

復
興
整
備
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
第
四
十
六
条
第

第
七
十
二
条

復
興
整
備
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
第
四
十
六
条
第

二
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
（
土
地
区
画
整
理
事
業
に
限
る

二
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
（
土
地
区
画
整
理
事
業
に
限
る

。
）
又
は
同
号
ヘ
若
し
く
は
ワ
に
掲
げ
る
事
業
（
鉄
道
事
業
法

。
）
又
は
同
号
ヘ
若
し
く
は
ワ
に
掲
げ
る
事
業
（
鉄
道
事
業
法

に
よ
る
鉄
道
並
び
に
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）

に
よ
る
鉄
道
並
び
に
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）

に
よ
る
軌
道
の
建
設
及
び
改
良
の
事
業
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て

に
よ
る
軌
道
の
建
設
及
び
改
良
の
事
業
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て

、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条

、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
種
事
業
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す

第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
種
事
業
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す

る
第
二
種
事
業
に
該
当
す
る
も
の
（
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項

る
第
二
種
事
業
に
該
当
す
る
も
の
（
同
法
第
五
十
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
復

に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
復

興
整
備
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
項
か
ら
第
十
九

興
整
備
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
項
か
ら
第
十
九

項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）
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